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１．はじめに  

ある速度を持った自転車に乗りながらペダルをこがずに体を前後に揺らすと体を静止させた

状態と比べて移動距離は伸びるのかということに疑問を持ち、それについて調べた。 

 

２．実験方法 

自転車の代わりに台車を、人の代わりに振り子を用い、その台車を斜面から静かに下らせて

移動距離の変化を調べた。 

≪実験１≫ 

振り子を静止させた状態、振り子を中央、前、後ろ、から振らせた状態の４つの場合で台

車の移動距離、台車の移動時間、1メートル地点に段ボールを置き力学台車が衝突したときの

段ボールの移動距離について調べた。 

≪実験２≫ 

 手回し発電機を用いて、常に振り子が振れている状態と振り子を静止させた状態で移動距

離を調べた。 

≪実験３≫ 

振り子を静止させた状態、前から半周期分、後ろから半周期分振った状態の移動距離を調

べた。 

 

３．結果 

≪実験１≫ 

実験①～③のどの場合においても測定値大きな変化は見られなかった 

実験① 移動距離 

 振り子静止 振り子中央 振り子前 振り子後ろ 

１回目 ４１２ｃｍ ４４５ｃｍ ４５５ｃｍ ４６０ｃｍ 

２回目 ４６０ｃｍ ４４３ｃｍ ４５２ｃｍ ４５１ｃｍ 

３回目  ４６０ｃｍ ４４９ｃｍ ４５３ｃｍ ４５５ｃｍ 

平均 ４４４．０ｃｍ ４４５．７ｃｍ ４５３．３ｃｍ ４５５．３ｃｍ 

 

  



実験② 移動時間 

 振り子静止 振り子中央 振り子前 振り子後ろ 

１回目 ７．４６秒 ７．４５秒 ７．４０秒 ７．３９秒 

２回目 ７．４２秒 ７．５０秒 ７．３９秒 ７．４９秒 

３回目 ７．４０秒 ７．４９秒 ７．５１秒 ７．４６秒 

平均 ７．４２７秒 ７．４８０秒 ７．４３３秒 ７．４４７秒 

 

実験③ 段ボールを移動させた距離 

 

 

 

 

 

  

≪実験２≫ 

下表の通り、測定値に大きな変化はなかった。 

 振り子を動かす 振り子静止 

１回目 ４０９ｃｍ ４１２ｃｍ 

２回目 ４００ｃｍ ４０７ｃｍ 

３回目 ４０６ｃｍ ４１３ｃｍ 

平均 ４０５．０ｃｍ ４１０．７ｃｍ 

 

≪実験３≫ 

下表の通り、振り子を振らせた状態のほうが振り子を振らせなかった状態と比べて移動距離

が短かった 

 振り子静止 振り子を前から 振り子後ろから 

１回目 ４１３ｃｍ ３３２ｃｍ ３７６ｃｍ 

２回目 ３７５ｃｍ ３３０ｃｍ ３７３ｃｍ 

３回目 ４０２ｃｍ ３４５ｃｍ ３６６ｃｍ 

平均 ３９６．７ｃｍ ３３５．７ｃｍ ３７１．７ｃｍ 

  

４．考察 

≪実験１≫ 

外力による力積が加わらないため運動量保存の法則が成り立っているから移動距離に変化

がなかったのではないかと考えられる。 

  ≪実験２≫  

   振り子が前に振れる動きと後ろに振れる動きが互いに仕事を相殺してしまったから振り子

を振らなかったときと比べて移動距離が短くなったのではないかと考えられる。 

 振り子静止 振り子中央 振り子前 振り子後ろ 

１回目 ３６ｃｍ ３４ｃｍ ３６ｃｍ ３６ｃｍ 

２回目 ３６ｃｍ ３５ｃｍ ３４ｃｍ ３１ｃｍ 

３回目 ３５ｃｍ ３８ｃｍ ３３ｃｍ ３７ｃｍ 

平均 ３５．７ｃｍ ３５．７ｃｍ ３４．３ｃｍ ３４．７ｃｍ 



≪実験３≫ 

振り子を動かした際に摩擦等の力が働き、移動に使うエネルギーが減少したから振り子を

静止させた状態と比べて移動距離が短くなったのではないかと考えられる。 

 

５．まとめ 

自転車でペダルを漕がない場合により長い距離を進むためには体を静止させておくべきなの

ではないかという結論に至った。しかし、振り子付き台車で実際に人が自転車に乗った場合を

正確に再現できているかどうか定かではないので、その点においては課題が残った。 


